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１．問題と目的

１－１　女性ASDが抱える障害特性

自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder: ASD）は、レオ・カナーの報告以降、男女の発症率で

は、男性の方が女性よりも高いと指摘されてきた。ところが、近年の青年期以降のASDに関する精神科・心

身医学領域での臨床知見などからも、女性ASDの発症率はけっして低くない（野田，2012）、あるいは男性

と変わらない（宮尾，2016）とする報告が増えてきている。

その背景には、加茂（2010）が指摘したように、精神障害（神経発達障害を含む）の診断基準そのもの

が、来院の多い男性患者の症状や行動特性を中心に作成され、また多くの心理アセスメント自体も同様な経

緯がある。そのため、女性の場合には、正確な診断がなされる確率が低下することは確かである。

また、ASDの場合、男女での症状の差異に関して、Hartley, S. L. & Sikora, D. M.（2009）は、「幼児

期のASDでは、女の子の方が男の子よりもコミュニケーションは苦手だが、興味の限局性や同一性保持はあ

まり強く見られないこと、そして、睡眠の問題や不安・抑うつ感情が高い」と指摘している。このように、

女性（以下、女の子と青年期以降の女性の総称として、女性と記す）の場合、一見、言語的コミュニケー

ションに問題がなく、しかも不安が高いために、行動面で受け身的になりやすく、結果的に行動面やパニッ

クなどの情緒面で顕著な問題となりにくいことは確かである。そのために、青年期以前での来談や来院が少

ないことは理解できる。

さらに、砂川（2015）が報告した女性ASDの「診断に至るまでにどのように生きてきたか」の問題を調査

した結果、「『大人しさ』のベール」、「就労状況のベール」、「家庭のベール」、「精神症状のベール」

という４つの社会環境要因を明確にした。そして、これらのベールの下にいることで、「障害を持つことを

見えにくく」していると指摘している。

こういった女性ASDに特有な行動特性について、Bargiela et al.（2016）は“Female Autism Phenotype”、

つまり「女性の自閉症に特有な行動様式」の理解と支援の重要性を指摘している。具体的には、「（男性よ

りも）社会的動機づけや慣習化された友達関係を作る能力が高いこと、さらに、多動/衝動性や素行上の問

題といった外在化行動が少ない一方で、不安や抑うつや摂食障害といった内在化障害が生じやすい。同時に、

限局化・同一性保持行動では、低い得点になりやすい」と指摘している。したがって、コミュニケーション

上の問題から派生する対人関係のストレスからも、青年期の女性ASDに多く見られる社交不安障害（朝倉，

2012・2015）に注目する必要性が高い。加えて、DSM-5（日本精神神経学会監修，2014）では、一般人口比
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で女性の方が男性よりも社交不安障害が高く発症すると記載されているエビデンスからも、青年期の女性

ASDの社交性不安障害の発症率も高いことが示唆できる。

内在化障害では、Oswald et al.（2016）が指摘するように、青年期前期の女性ASDの場合、内在化障害

の要因として「遺伝的、内分泌的（ホルモン）、そして社会心理的脆弱要因の絡み合い」が大きく影響して

くることが予想できる。事実、心身医学の領域、特に、摂食障害の領域において、女性ASD特有の症状と摂

食障害との関連性を指摘する研究が2008年前後から顕著に増加してきた（日本小児心身医学会摂食障害WG，

2008、奥平，2008、端詰他，2012）。そこでは、女性ASDの拒食症への対応（髙宮，2011）や過食に対する

発達障害の特性を配慮した治療方法の検討（松岡他，2016）として、発達障害特性だけでなく、女性性や女

性としての社会的モデルの必要性といった心理社会的要因を配慮した治療が重要だと指摘されている。

１－２　女性ASDの支援

以上のように女性ASDが抱える特有な問題だけでなく、適切な診断やアセスメントの難しさもあり、今後

「女性の自閉症に特有な行動様式」への十分な理解と対応が急務であることは理解できる。ところが、そ

こには大きな落とし穴があることに留意しなければならない。それは、女性ASDだから、「女の子らしく」、

「女性として」といった、伝統的な価値観に彼女達を当てはめることへの危惧である。確かに、上出・須見

（2015）が指摘するように「女性らしさの獲得」も重要な支援の１つとして検討すべきであるが、その前提

として、個々の女性ASD自身が、主体的に「女性らしさの獲得」の意欲を主張したくなる環境作りがあって

初めて、支援することが肝要になってくる。

それでは、女性ASDの支援を考える場合に、重要な視点とは何であろうか。そのヒントになるのが、アス

ペルガー障害当事者の女性であるSinger, J.（2017）が提唱したNeurodiversity（脳の多様性）の考え方で

ある。元々Diversity（多様性）という概念は、生物学的に見て、地球上に存在するすべての生き物は多様

性ある存在だからこそ、食物連鎖などの地球環境のバランスが取れている現象を説明する言葉である。人間

も同様に多様性ある脳の機能を個々人が持っていて、定型発達であるNT（Neuro-Typical：ニューロンの形

態が多数派であるとする考え方）が優れていて、ASDの脳機能が劣っているとする考え方ではなく、ASDも少

数派であるが、特有なNeurodiversityをもっていて、その強み（Strength）を活かすことが、NTを含めたさ

まざまな文化の発展に貢献する考え方である。

こうしたASDの強みを強調する考え方は、従来からの男性らしく、女性らしくといった価値観に基づく

Gender（性役割）の視点から、個々のASD者が主体的に自分の強みを活かせる「能動的生き方」を選択しよ

うとする姿勢を重視しながら、同時にその生き方に困難さを持っている状態、もしくは生き方が困難な環

境にある状態の場合に、周囲が支援する、もしくは周囲からの支援を要請することが重要になる（木谷，

2019）。特に、女性ASDの場合、この視点を基盤に置きながら支援を進めることで、「女性らしく」に捉わ

れることなく、Gender Neutrality（自由度のある性）（Mckibbin, K.,2016）をもつ一人の個性と見ること

が可能になってくる。

１－３　本論の目的

以上に示した女性ASDの支援の方向性を基盤に置きながら、われわれは平成28年度から女性ASDを対象と

した「自己理解」プログラムを実践している。そこで、今回の報告では、約３年間にわたる実践報告を行い、

その活動の意義、活動を通して見えてきた女性ASDの葛藤の世界、そして、これからの支援の方向性につい

て検討することを目的とする。

２．「アスペガールの集い」の概要と成果

２－１　「アスペガールの集い」の目的

この「アスペガールの集い」（以下、集い）を案内する際に次の言葉を冒頭につけるようにしている。そ

れは「人間として、女性として、ちょっぴりアスペガールとして」である。この言葉が示すように、われわ

れの活動では、「女性」だから、「ASD」だからよりも、一人の個性豊かな個人として、他の参加者と一緒

に活動することをもっとも重視している。その視点を基盤としながら、次の３点を集いの目的としている。

①安心できる仲間関係：特に心身の発達的変化が著しい青年期において、女性ならではの対人関係の問題、
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女性特有の性やジェンダーに関する葛藤などを安心して共有できる仲間関係が重要である。

②「自分らしさ」を自由に表現できるプログラム：日常生活や学校生活場面で心身ともに疲弊している女性

ASDが、安全・安心して、いつもと違う女性ASDだけの時空間で「自分らしさ」を主体的に表現したくなる

プログラムを検討することが重要である。

③笑顔で家に帰ることができるプログラム：女性ASDの場合、「心」と「身体」と「脳」のバランスが悪く、

予想以上に心身の疲労度が高い。そのために、プログラム全体で無理をして、家に戻ってから不安定にな

ることなく、適度に休みを取りながら、ゆとりを持って、家に帰ることができるように配慮する。

２－２　対象者

原則として、ASDの診断と本人が診断告知を受けている青年期ASD（13歳～22歳）の女性を対象にしてい

る。平成28年度当初６名から始めたが、平成30年度時点では、12名が参加している。

２－３　プログラムの流れ

プログラム自体は、福岡市にあるなかにわメンタルクリニックのプレイルーム等を借りて、年に３回程

度、日曜日の午前10時から午後３時まで行っている。始まりの時間は10時としているが、朝早く起きること

が苦手であったり、お化粧に時間がかかったりと10時に全員がそろうことはなく、ゆったりとした時間の流

れを意識しながら、午前中のプログラム（表１）を行っている。

12時前になると、昼食の買い出しを参加者がスタッフと協力して行う。スタッフも入れて約20名分の昼食

（実によく食べる）と、欠かすことができないスイーツの買い出しに分かれて出かける。ただし、午前中で

疲れた場合は、スタッフとともに休憩できるよう配慮している。

全員が戻ってくると、参加者によっては、自分らしい服装に着替えたり、お化粧をするなど、午前中と違

う「自分らしい」雰囲気で昼食とそれに続くガールズトークに参加する。ガールズトークになると、唯一の

男性である木谷は退室して、女性だけの安全・安心できる時空間の中で過ごせるように配慮している。

最近では、ガールズトークの時間がどんどんと延長されることもあり、トークの終了後に、今日のまとめ

をして解散する流れになっている。

　表１　「アスペガールの集い」の主な活動プログラム

主な活動内容

第１回
28年８月

「こころ」と「からだ」のバランス（『すてきな大人計画』（アスペエルデの会，2000）
を参考にした）、リラクセイション体験

第２回
29年２月

自己紹介すごろくを活用したおしゃべり、コグトレ（宮口，2015）

第３回
29年７月

自分自身の「アバター」の紹介

第１回
29年７月

アスペガール合宿

第４回
29年11月

冬の季節で、自分自身が一番快適に過ごせる肌着を探そう。

第５回
30年４月

新学期を迎えて、新しい環境の中でうれしかったこと、疲れたことをトーク。

第２回
30年７月

アスペガール合宿

第６回
30年10月

ネイルで自分らしさを表現しよう
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２－４　女性スタッフの役割

このプログラムのスタッフとして、総括責任者として木谷が唯一男性として参加している（なお、幼少時

から支援している当事者もいるため、あまり男性と思われていない点は確かである）が、他のスタッフはす

べて女性で、発達障害臨床に関わっている臨床心理士や筆者の研究室の女性大学院生が参加している。

そして、このプログラムでは、女性スタッフの役割がとても重要になる。その点に関して、木谷・岩男

（2019）は２つの点をあげている。

第１に、参加者の自己決定を促進してくれるファシリテーターとしての役割である。参加者が会場に来た

瞬間から、担当スタッフ（参加者１・２名に１人のスタッフを担当として付けている）がその日の体調を確

認しながら、それぞれの活動にどのように参加するかを一緒に考えてもらうようにしている。しかも、でき

るだけ参加者自身の自己決定を尊重する姿勢を重視している。また、「どうしたらいいか、わからない」と

言語化できたこと自体も丁寧に評価してあげながら、最終的には木谷に相談してもらい、一緒に解決方法を

考えるようにしている。

第２に、お姉さんモデルとしての役割である。女性スタッフが自分自身の体験も開示しながら、まさにお

姉さんとして、妹たちに「こころ」のこと、「からだ」のこと、そしてお化粧までを一緒になって悩んでく

れたり、一緒に喜んでくれたりする存在がいることは大きい。しかも、スマホの利用の仕方や流行のゲーム

の話を含めた「今どきの」ガールズトークの際に話を盛り上げてくれる存在としても重要である。

２－５　「アスペガールの集い」の成果

この活動の１年目の成果として、岩男他（2017）は、「『自分らしさを取り戻す』時空間の保証」とし

て、次の３点を報告した。

①女性特有の「煩わしさ」からの開放

思春期以降、すべての女性は急激な心身の変化とともに、社会的に「女性として当然すべき」課題も増え

る。衣服や下着、化粧、月経に伴う心身不調などが 「煩わしさ」として語られ、女性スタッフと経験を

共有する過程を通して、「煩わしさ」から解放される時空間が保障された。

②女性だから可能な「色々な自分」の表現

参加者各々が「自分らしく」、気に入った服装を持ち寄って交流した。自分に合ったファッションを知る

ことで、女の子は自己意識が高まり、自分ならではのセンスが伸び、自信を育めるようになる（Shana et 

al.,2010）ための時空間が保障された。

③ガールズトークに「自分の距離」で参加できる安心感

他者を否定することなく、「話す‐聞く」役割をとりながら和やかに関係が築かれた。その関係性の過程

から、自分なりの距離のまま、安心して「ガールズトーク」に参加する時空間が保障された。

同時に、参加者とスタッフとの信頼関係が深まり、参加者自身の自己理解が進展する過程で、次の３点の

ように、女性ASDとしての内的葛藤がより明確になってきた。

①同じ女性ASDにも「自分らしさの表現方法がわからない」不安感

参加前に、「自分と同じタイプは参加しますか」と尋ねる女性ASDが多い。性的違和を抱える女性ASDの場

合、他の参加者の服装などに強く過敏になっている。これらの反応から、「自分らしさの表現方法がわか

らない」不安の強さが見られる。

②女性である自分への違和感・嫌悪感との葛藤

女性ならではのプログラムに対して抵抗を示す参加者もいた。思春期に入った女性ASDは、「女の子らし

く」いることを求められがちであるが、具体的なイメージが掴めないことも多く、それまでの自分の生き

方とは異なるやり方を求められることは、否定された体験にも繋がりかねない。

③一番身近な家族にさえわかってもらえない不全感

女性ASDは、期待される社会性と行動が男性よりも高度である（宮尾,2016）。家庭において、十分な

「自分らしさ」の表現ツールをもつ前に「女性らしい」行動を求められることが重なると、家族にさえわ

かってもらえない不全感につながりやすい。
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３．「アスペガールの合宿」の概要と成果

こうした日常生活の延長上で行うプログラムと並行して、参加者の生活リズムの再確認やまだ見ていな

い「自分らしさ」を表現できることを目的にして、１年に１回の「アスペガールの合宿」（以下、合宿）を

開催している。合宿の場所は、福岡市から車で約１時間の距離で、夏でも涼しい山間部にある某大学のセミ

ナーハウスを活用させてもらっている。

以下、この合宿を通して明らかになってきた女性ASDの支援の方向性について考えてみたい。

３－１　合宿の目的

先の述べたように、安全・安心できる環境で行われる活動を通して、「自分らしさ」を再発見すること、

あるいは再修正することを目的にしている。

３－２　参加対象者

原則として、定期的に実施している「アスペガールの集い」に参加している女性ASDを対象にしている。

図１　第１回の合宿のプログラム

３－３　プログラムの概要

図１に、平成29年度のプログラムを示した。この時間配分でわかるように、たくさんの課題に取り組むよ

りも、新たに「自分らしさ」を再発見したり、再修正できるように、できるだけゆったりとした時間配分で

プログラムが進行するように配慮している。
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３－４　合宿の成果

平成29・30年の２回の合宿を通して、岩男他（2018）は、この非日常的な時空間を通して、「自己理解」

が促進される要因として次の４点を指摘している。

①自由度の高いプログラム

安心できる空間確保が可能な会場を選択して、プログラム全体で、自分のリズムに適した時空間を担当ス

タッフと自由に活用することを促した。最初は戸惑っていた思春期の女性ASDも、年長女性が活用する自

由な姿をモニターすることで、適度な過ごし方が促進された。

②多様性あるリラックス方法を意識する

１人でいるときのリラックス方法は身に付けていても、社会生活場面でみんなと一緒にいてもリラックス

できるスキルの獲得が重要になる。実際に、距離の取り方や適当な避難方法などのヒントを得ることが体

験できた。

③家族がいないから可能な自己開示

ガールズトークでは、年齢の近い女性ASD同士と、その担当スタッフの組合せで部屋を設定した。そこで

は、恋愛や結婚、日常生活についてなど、同年齢だからわかってもらえる体験に加え、家族がいないから

こそ自由に開示できる雰囲気作りが重要であった。

④潜在的不安への保証

非日常の場に参加する不安や緊張が高い参加者もいた。こうした潜在的な不安への配慮とともに、

「（上手く言えないけど）困った感じ」をスタッフに言語化することで、安心感ある対人関係を体験でき

たことは重要であった。

４．考察

このような一連の活動を通して見えてきた女性ASDへの支援の方向性について、２つの視点から考察を行う。

４－１　アバターを含めた「自分らしさ」を保証する

池上（2017）は、Second Lifeに代表される仮想空間のAvatar Siteに参加している自閉症者の研究を報告

している。このSecond Lifeでは、安全かつ安心できる空間で、アバター（自分の分身）を通して、現実で

は十分に発揮できない快活なコミュニケーションが展開されている。こうした環境や自分自身のアバターを

能動的に選択すること、その上で自由度の高い「自分らしい」参加の仕方（傍観することも可能）を能動的

に選択する生き方こそが、「多様性ある生き方」であり、先に述べたように、多くの支援者が重視しなけれ

ばならない時代を迎えている（木谷，2019）。

このアバターの存在に関連して、木谷（2013）は、ASDでは自分の中の「もう１人の自分」との会話を通

して、何か行動する際に「自分はこう考えているが、それでいいかなあ？」と自問自答していた事例を報告

している。この事例の場合、「本来の自分」と「もう１人の自分」の間の関係性が悪くなる（道徳的規範意

識の強い「もう１人の自分」から追いつめられる感覚）と、抑うつ状態や強迫行動が顕著になる傾向が見ら

れた。つまり、自分自身がこれ以上精神的に追いつめられないように、「もう１人の自分でもある」アバ

ター自体を否定することで、自己の存在を守るといったASD独特な防衛機制を図っていることが理解できた。

女性ASDは男性ASDよりも抑うつ状態に陥りやすく、その背景には、先の事例のような「本来の自分らし

さ」と「『こうあらねばならない』女性らしさ」の間の葛藤が強いことも、今回のプログラムを通して痛

感している。こうした状況では、女性ASD自身を守るはずのアバターの存在自体も否定されやすい。池上が

指摘するように、アバターは女性ASDがもつ潜在的な強み（適度に退行できる能力も強みである）でもあり、

その潜在的な強みがあるから、将来への展望も開かれると指摘できる。

したがって、今回報告した一連のプログラムを通して、アバターという「将来への可能性ある分身」を含

めて「自分らしさ」を表現できる時空間を保証することは重要であり、こうした視点を日常生活での支援で

も援用することが期待される。実際に、ある参加者は毎回自分のアバターとして、「コウテイペンギン」を

持参している。この「コウテイ」は本来の「皇帝」ではなく、落ち込んでも大丈夫だと言ってくれる「肯定」

を意味している。
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４－２　Gender-Creative Journeyの出発点としての役割

Ehrensaft, D.（2011）は、LGBTの子どもを持つ母親の視点から、従来からの「男の子は男の子らしく、

女の子は女の子らしく」といった２分化された考え方ではなく、子ども達の成長は、“gender-creative 

journey”として、ありのままに自由に探索（creative）しようとする主体性あるgenderのあり方が重要だ

と述べている。また、副題の「（従来からの）性規範に従わなくても健康な子ども達を育てる」が示すよう

に、心身の健康さが基盤にあるからこそ、自らのGenderを主体的に探索する旅を続けることが可能になる。

われわれの活動でも、２名の中学生が年長の女性の姿を通して、自分の障害特性に合った高校を選択してい

る。また、無理に就職するよりも、自分達にできる強みを活かした活動を通して、自立に向おうとしている

双生児や、第６回のネイルのプログラムでは、ASDの当事者がネイルの指導を主体的に行ってくれた。こう

した親や社会が期待する「女性らしさ」に束縛されることなく、この一連の活動が、本当に「自分らしさ」

を創造していく出発点になっていることは確かである。

そして、何よりも不思議なことは、最初に「どうして、みんな、こんなに女の子女の子しているの」と

言って、集団に入れなかった女性ASDが、第６回のネイルの時に、ピンクのネイルにとてもかわいいシール

やストーンを飾りつけながら、「前の自分は、女であることが嫌で、（元々は）ピンクとか可愛い色が好き

なのに、そういうのも全部嫌になっていた。」と振り返っていました。このエピソードが示すように、活動

を重ねるにつれて、参加者の多くが自然な女性らしい雰囲気になっていることは印象深い。

４－３　今後の課題

今回述べることができなかった女性ASDの支援として、重要な問題が残っている。それは「性行動」の問

題である。現実に参加者の中で、こうした問題を抱えて、家族全体が苦悩している事例もある。また、将来

的に結婚の問題が現実化することも想定しないといけない。そのためのプログラムを、第２回の合宿でも試

みたが、この問題は日常生活との連携が重要であり、非日常だから可能な活動の中に、どのようにして、日

常を取り込むかは大きな課題である。しかしながら、現実に参加している女性ASDの当事者達が成長する姿

を見るにつけ今後検討を要する重要な課題であると同時に、こうした課題を参加者と一緒に考える機会を持

てること自体が、この活動の大きな意義だと考えている。

付記
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の一部を報告する。本調査研究の実施にあたっては、個人情報の保護や学会発表や論文化については、事前

に保護者及び参加者自身に文書で承諾を得ている。

また、今回の報告にあたり、医療法人なかにわメンタルクリニック院長中庭洋一先生には多大なご協力を

賜っていることに厚くお礼申し上げます。また、福岡市自閉症児者親の会高機能部会「たんぽぽ」代表者の
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